
 

 

第６回栗山町指定管理者選定委員会 会議録 

 

開催日時 令和７年１１月１３日（木）  １７：５５ ～ ２０：１０   

場  所 栗山町役場 第３会議室 

出 席 者 

（選定委員）古瀬委員長、木藤委員、高石委員、中井委員、田中委員、小南委員 

（申込団体）株式会社たかはしダリア、株式会社日東総業、 

クリーンセンター株式会社 

（事務局） 平野、橋本、山田 

会  議  内  容 

 

１．開  会   平野課長 

   

２．委員長挨拶  古瀬委員長 

 

（古瀬委員長により進行） 

 

３．申込団体のプレゼンテーション・ヒアリング 

 （１）本日の進め方について 

申込団体のプレゼンテーション・ヒアリングの進め方について事務局より説明。 

【質疑】なし 

 

（２）栗山公園（申込団体：株式会社たかはしダリア） 

栗山公園の申込団体である株式会社たかはしダリアより、指定管理業務のプレゼンテーション及びヒア

リングを実施。 

【質疑】 

（委  員）猛暑の際の対策は。 

（申込団体）現状はパラソルで日よけを作っている。東屋も町の方で整備していただいているのでそこを

活用しながらになる。 

（委  員）２年前、南幌町に「はれっぱ」がオープンしたが影響は。 

（申込団体）初年度は特に利用者減の影響があった。特に夏場は「はれっぱ」の利用が増える。 

（委  員）防犯カメラの設置状況は。 

（申込団体）自費で防犯カメラをいくつか付けている。町に要望は出している。 

（委  員）予算があれば改修等したいものは。 

（申込団体）農作物や町の名産品、パンフレットを設置できる道の駅のような施設が欲しい。 

（委  員）熊対策はどのように考えているか。 

（申込団体）今年の出没時は SNSや HPを活用して周知、駐車場の閉鎖で対応した。今後は、熊出没時 

様式５ 



のマニュアル作成を検討したい。 

（委  員）周辺施設オオムラサキ館や公園球場との連携は。 

（申込団体）オオムラサキ館で色々イベントを実施しているが、あまり連携は取れていない。 

      町担当課と連携が今後の課題。 

（委  員）冬期間を含めた全期間の営業について、どのように考えているのか。 

（申込団体）現在、冬期は閉園しているため、そこで利用者との関係が一度度切れしまうのが問題。 

      冬期間もそりやミニスキーなど体験型の事業が出来ないかと検討している。冬期間について

は指定管理料に含まれていないので、自主事業で採算を取らないといけない。 

 

（３）社会教育施設等（申込団体：株式会社日東総業） 

社会教育施設等の申込団体である株式会社日東総業より、指定管理業務のプレゼンテーション及びヒア

リングを実施。 

（委  員）開拓記念館、南部公民館の児童向けの自主事業について、小学校の統廃合を加味すると目標 

値が高く設定されていると思うが、どのように周知を行うのか。 

（申込団体）小学校にパンフレット、チラシの配布、ポスターの掲示を考えている。 

（委  員）各施設の監視カメラの設置状況は。 

（申込団体）カルチャープラザは１６台、他施設については設置していない。 

（委  員）自主事業「児童・生徒開放事業」を行う際の人員配置は。 

（申込団体）南部公民館、改善センターの受付対応の職員を配置する。 

（委  員）利用者の目標値について、全期間同一に設定しているがどのような意図があるか。 

（申込団体）町の人口が減少している現状を踏まえ、利用者増加が難しいと考えのもと、同一にしている。 

（委  員）改善センターテニスコートの利用がほとんどないが、日常的に整備はしているのか。 

（申込団体）周辺の草刈り、テニスコート内は高圧洗浄機を使用して定期的に整備している。 

（委  員）改善センターテニスコートの利用者は町内がほとんどか。 

（申込団体）町外が 8割程度。口コミなどで広まって利用していただいている。 

また、教育委員会とも協議し、今年初めてテニスコート内でモルックを実施した。 

引き続き、テニス以外の用途の検討を進めている。 

（委  員）栗山英樹氏のイベント等で開拓記念館の町外利用者が増加しているがその他の増加要因は。 

（申込団体）ＳＮＳで事業を周知している。それを見て町外から来ていただいている。 

       

（３）栗山ダムパークゴルフコース（申込団体：クリーンセンター株式会社） 

栗山ダムパークゴルフコースの申込団体であるクリーンセンター株式会社より、指定管理業務のプレゼ

ンテーション及びヒアリングを実施。 

【質疑】 

（委  員）熊出没時の対策は。 

（申込団体）具体的な対策はない。管理の中でコース内を見回っている。 

（委  員）シニア層の利用者が減少しているが、多様な年代を取り込むための取組は。 

（申込団体）ＨＰや町内施設でのポスター掲示で周知、大会開催の日程調整によって幅広い年代の利用者

を取りこみたい。 

（委  員）ＨＰでの周知とあったが、ＳＮＳの活用は。 

（申込団体）参考にさせていただく。 



（委  員）飲食スペースや売店など利用者が昼食を取れるスペースの確保やサービスの提供は。 

（申込団体）売店などの食事提供は、現在行っていない。 

      東屋で飲食をすることはできる。 

 

４．閉  会 

（古瀬委員長）以上で第６回選定委員会を終了させていただきます。大変ご苦労様でした。 

 


